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一　「資質・能力」育成と新学習指導要領

１　幼保・幼小中、中学高校（大学）の学び
　資質・能力（コンピテンシー）育成に基軸を置く新
学習指導要領（総則、幼稚園、小・中学校）が2017年
3月告示され、6月21日には「解説」が公表された。合
わせて「幼保連携型認定こども園・保育要領」（文科
省・厚労省）も改訂、幼稚園は新たな意味での幼保連
携・幼小連携を視野に2018年から全面実施、小・中学
校は2018年4月から先行実施、小学校は2020年から中
学校は2021年から全面実施となる。高等学校は2017年
度に改訂・告示され、2019年から先行実施され2022年
から年次進行で実施される。大学入試も約40年ぶりに
資質・能力型に改革される見通しとなっている。
２　資質・能力育成の教育構想のはじまり…？
　学問体系や「知的」財源を教育システム化する学習
内容型（コンテンツベース）中心の教育から、2030年
に必要とされる資質・能力型教育への移行（例、新た
な価値創造や責任ある遂行と行動、持続可能性への関
与と態度、非認知能力やレジリエンス等のスキルや汎
用的資質・能力が基軸）が日本でも本格的に模索され
始めた段階、一つの出発点とみることができる（注１）。
　これ等の背景にはAI革命による「シンギュラリティ
（技術的特異点）2045年問題」（日本・第四次産業革命）、
「OECD新たな教育モデル2030」（2018年PISA調査の
枠組みへの展開。注２）、第三期教育振興基本計画の策
定（2017年）、「学び続ける教員像の具体化」を掲げ、
今後の大学（大学院）・教育委員会等による教員養成・
採用・研修の在り方に関わる新組織「教職員支援機構」

等の在り方（2016～7年）等、様々な動きがある。

二　「主体的・対話的で深い学び」等の構築

１　知識・技能（教科）、汎用性、倫理的洞察力・態度
　新学習指導要領では資質・能力を育成するための「三
つの柱」、１生きて働く「知識・技能」の習得、２未知の
状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」（活
用）育成、３学びを人生や社会に生かそうとする「学
びに向かう力・人間性（の涵養）」が提示された。
　これ等は俯瞰的にいえば、非認知的スキル（レジリ
エンスや自己調節、協働性、やり抜く力等）や市民に
不可欠な汎用的・社会的スキル（課題解決能力や情報
リテラシー）、倫理的判断力・洞察力や態度（人間性）
の形成等をも含んだ資質・能力論・次世代型教育論か
らの「主体的・対話的で深い学び」、質的に高い価値あ
る学びの再構築への視点、提言ということができると
考えられるだろう（注１～３）。
２　「主体的・対話的で深い学び」等の構築とは
　まず前提として踏まえておくべき事項として、以下
の事項がある（以下、下線部は佐藤による）。
　第一に、「何を知っているか・何ができるようになる
か」は個別の知識・技能、基礎的・基本的な「習得」
の部分。自立・自律のための基盤であり「習得」「活
用」「探究」を一貫して学びを支える主体性・意欲であ
ること、「確かな習得」があってこその深い学び、質的
に高い創造的な学びが構築されることは繰り返されて
いる（注３）。第二に「知っていること・できることを
どう使うか（「思考力・判断力・表現力等」）は確かな
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「習得」や知識・技能の概念化（単なる理解や記憶では
なく学習全体の文脈や方法・評価論等の中での方略・
リテラシーの一部）をもとに活用する力であり、ここ
には各教科の本質的な学びの意義（教科の深い魅力や
価値、「見方・考え方」）とそれを生かす汎用的スキル
の二面性があることが重要である（注２）。
　第三に、「どのように社会・世界と関わり、よりよ
い人生を送るか」（学びに向かう力や人間性の涵養等）
は、特に批評的・創造的な生き方・価値観や感性の再
構築、知識・技能の習得や活用レベルを超えた…深く
質的に高い（創造的・批評的な）学びへの系統的な視
点と評価観が重要となる。そのためパフォーマンス課
題・評価、到達目標に合った妥当で本質的なルーブ
リック（評価基準）の開発と検証、提案が、今後は不
可欠である。

三　国語科における改訂の方向性
１　「言葉による見方・考え方」と内容・領域構成
　これまでの成果や課題を踏まえて、小中学校国語科
の目標は「言葉による見方・考え方を働かせ、国語で
正確に理解し適切に表現する資質・能力」を育成する
ことであり、内容は〔知識及び技能〕〔思考力、判断
力、表現力等〕として示し、「学びに向かう力、人間性
等」については「教科及び学年等の目標においてまと
めて示すこととし、内容について示すことはしていな
い」とされている（菊池英慈氏、注３）。
　〔知識及び技能〕の内容は、（1）言葉の特徴や使い方
に関する事項（「話し言葉と書き言葉」「漢字」「語彙」
「文や文章」「言葉遣い」「表現の技法」「音読、朗読」の
七領域、新設）、（2）情報の扱い方に関する事項（「情報
と情報との関係」「情報の整理」の二領域、新設）、（3）
我が国の言語文化に関する事項（「伝統的な言語文化」
「言葉の由来や変化」「書写」「読書」の四領域）、の三
領域で構成されている。〔思考力、判断力、表現力等〕
の内容は「Ａ話すこと・聞くこと」「Ｂ書くこと」「Ｃ
読むこと」の三領域で構成されている（詳細は後述）。
　「答申」においては、ただ活動するだけの学習になら
ないよう、活動を通じてどのような資質・能力を育成
するのかを示すため、現行の学習指導要領に示されて
いる学習過程を改めて整理している。この整理を踏ま
え、〔思考力、判断力、表現力等〕の各領域において、
学習過程を一層明確化するとともに、各学習過程で育
成を目指す資質・能力が明確になるよう内容の改善を
図った（注３）。
　つまり、求められる「資質・能力」育成のための学
習活動（言語活動）の設定と焦点化、学習過程＝単元
構想や学びの過程の明確化（何をどう学び、できるよ
うになるか、メタ認知化できるか）とのことである。
　さらに菊池氏は全ての領域で「自分の考えの形成（表
現）する学習過程を重視」（話す・聞く、書きまとめる、
読む）するため「考えの形成」に関する事項を新たに

位置づけたことを授業改善のポイントの一つとして強
調されている。これは〔思考力、判断力、表現力等〕
の三領域「Ａ話すこと・聞くこと」「Ｂ書くこと」「Ｃ
読むこと」で、以下のような観点として示されている
（概要を示した。※は佐藤によるコメント及び考察）。
「Ａ話すこと・聞くこと」
　○話題の設定、情報の収集、内容の検討
　　（話す聞く、話し合うことに共通する指導事項）
　○構成の検討、考えの形成（話すこと）
　○表現、共有（話すこと）
　○�構造と内容の把握、精査・解釈、考えの形成、共

有（聞くこと）※ここでの精査・解釈とは？
　○�話合いの進め方の検討、考えの形成、共有（話し合

うこと）※考えの深化や再構築、新たな学びへ？
「Ｂ書くこと」
　○題材の設定、情報の収集、内容の検討
　○�構成の検討　※書く構成やテクスト形式への視

点？妥当性や本質性の評価規準・基準？
　○考えの形成、記述　※論理的に、批評的・創造的？
　○推敲　○共有
「Ｃ読むこと」
　○�構造と内容の把握（※文章を叙述を基に捉える学

習過程、説明的文章と文学的文章の2系列）
　○精査・解釈
　　※１�　文章の中の複数の情報を結び付けたり文章

に書かれていないことを想像したり解釈する
学習過程。説明的文章と文学的文章の二系列。

　　※２�　「文章の内容や形式について着目して読む
（特に、ウは文章の形式に関する精査・解釈）」
「目的に応じて必要な情報を見つける」「書か
れていないことを想像する）」。

　○�考えの形成　※読むことの「考えの形成」とは…レ
ポート・論文、鑑賞・批評、随筆や評論？評価？

　○共有
２　資質・能力と言語能力－テクスト、情報・形式－
　「言葉をメタ認知しながら言葉の働きや役割の理解」
させること（言葉の多層的多面的な学習とメタ認知）、
「創造的（批評的）・論理的思考」を高めるため「情報・
テクストを多面的・多角的に精査・解釈し構造化する
力」（情報・テクストリテラシー）、自分の感情をコン
トロールすることにつながる「感情や想像を言葉にす
る力」（非認知スキルと感性、言語能力）、他者と協働
的につながる力（言葉を通じて伝え合う）等の力のバ
ランスよく育成することが重視されている。
　さらに、「考えを形成し深める（価値ある深化、再構
築）」させるために、「情報を編集・操作する力」（考
え・解釈の形成と深化、情報やテクストの編集・評価）、
「新しい情報を、既に持っている知識や経験、感情に統
合し構造化する力」（学びの更新、再構築、その価値や
意義も問われる）、「新しい問いや仮設を立てる等、既
にもっている考えの構造を転換する力」等（新たな課
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題や問い、価値の創造、学びの過程改善）…。国語科
の役割は、改めて全教科や教育課程の「要」「中核の教
科」としての意味付けがなされ（「総則」他）、言語能
力、テクスト（情報）、学習過程、メタ認知、新たな
価値の創造（論理的で創造的な思考力・判断力・表現
力）等が重視されていることは重要である。
　「言語能力を構成する資質・能力が働く過程（資質・
能力を育てるために学習過程重視、そのための内容改
善）」、「テクスト（情報）を理解するための力」の項目
では「形式と内容」に着目して読み取る、「構造と内容
を把握」「精査・解釈」「考えを形成（深化）」「共有」、
アウトプットとしての表現については「テーマ・内容」
「構成・表現形式」（構成の検討）を検討し「考えの形
成・深化」すること、「より良い表現」の推敲・発話の
調整力、学びの過程改善等も新たに強調されている。

四　教科を学ぶ本質的意義と「見方・考え方」

１　〝本質的な問い〟と学習過程論
　学習過程を構想し、子どもたちの主体性・能動性を
引き出すためには、学習で「何を学ぶか」の見直しと
明確化が「どのように学ぶか」「何ができるようになる
か」とともに重要であり、新時代に必要となる資質・
能力を踏まえた「教科・科目等の新設や目標・内容の
見直し（各教科等で育てる資質・能力を明確化して、
目標や内容を構造的に示す）」がなされた。
　「教科を学ぶ意義の明確化」として語られ教科の「見
方・考え方」は「教科等ごとに特質があり、各教科等を
学ぶ本質的な意義の中核をなすもの（教科ごとの特質
に応じた物事を捉える視点や考え方）として、教科等
と社会をつなぐもの」（「各教科等の特質に応じた『見
方・考え方』」）と述べられている。さらに「言語によ
る見方・考え方」については「自分の思いや考えを深
めるため、対象と言葉、言葉と言葉の関係、言葉の意
味、働き、使い方等に着目して捉え、その関係性を問
い直して意味付けること」と記載された（「別紙１－各
教科等の特質に応じた見方・考え方のイメージ」）。
２　「主体的・対話的で深い学び」の形成に四要素が
　子どもたちにとっての「主体的・対話的で深い学び」
の形成には、まず四つの要素が必要となる。第一は教
員における教科を学ぶ本質的意義と「見方・考え方」
の明確化、つまり扱う教材や作品研究における「本質
的な問い」、深い意義の理解や共感能力の質が問われ
る。小説や随筆・詩歌、報告・記録、評論・鑑賞・批
評、古文や漢文、漢詩等を学ぶ国語科としての本質的
意義は何か。第二にそれ等を子どもたちの発達段階や
関心・意欲、学びのリテラシー段階、学習時期等を考
慮し何を、どこを、どのように、どこまで焦点化する
か。つまり、単元の目的と評価規準（基準）、構想や時
間数、言語活動等のカリキュラム・マネジメント等で
ある。

　第三に、国語科で学ぶ本質的な意義を、教科を超え
て、価値ある「汎用的スキル」にどうリンクさせるか。
何をどのような視点から、どの教科や領域とどうつな
げるのか、つながるのか、その価値や意義は…という
観点である（例、国語科伝記教材の学習から「道徳」
「社会科」学習へ、鑑賞・評論文の学習から美術・社
会・理科学習、課題発見・探究学習へ、等）。
　第四には、到達目標と評価に関わる点で。特に活用・
探究に関わる「深い学び」、いわゆる質的に高度で多
面的・多様な幅を持つ学びをどのようなパフォーマン
ス課題と基準（ルーブリック）でどう評価するのかで
ある。

五　「深い学び」を支え創るテクスト形式

　小中・高校国語科で扱う教材には近現小説や詩歌、
民話・伝承、古文・漢文・漢詩、評論・鑑賞・批評、科
学読み物やエッセイ（随筆）、伝記・自伝（評伝）、記
録・報告・報道、新聞、コマーシャル、伝統芸術や文
化（狂言・落語）等の多様な表現ジャンル・テクスト
がある。高校国語科ではこれらの学習の延長線上にさ
らに「論理国語」「文学国語」、外国語科では「論理・
表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、「数理探究」「地理探究」等新科目が
設置されるとのことである。ともに教科の本質的意義
を踏まえ、創造的思考力や表現力、洞察力等の資質・
能力育成に関わる系統性をみることができる。
　小中・高校国語科では、一貫して「思考力・判断力・
表現力等」「創造的・論理的」言語力を高めるために、
「構成・表現形式の考察・評価」「考えの形成（深化）」
が重視されている。特に「構成・表現テクスト形式の
考察・評価」は多様なテクスト（ジャンル）の構成・表
現形式の評価（判断）、活用、メタ認知能力育成等のこ
とであり、論理的で批評的・創造的な言語力育成にも
深く関わる。目的・役割・機能に応じた様々な文章形
式・テクスト（内容と形式、方法と価値等）を読み解
き批評・評価する力、より効果的に説得力をもって書
き表現・伝達、分析・評価していく力である（注４）。
　さらに、「構成・表現形式を評価する力」「考えを形
成し深める力」の重視は、授業場面で「思考力・判断
力・表現力等」の中でも「表現力」の質的価値、深さ
や本質性、評価観等が問われることになる。「判断力
（洞察力）」の在り方と結びついたパフォーマンス課題
（評価）、その指導・評価観、ルーブリックの在り方、妥
当性等も問われてくる。例えば、論述・プレゼンテー
ションや質疑応答、討論や議論を深める力・評価する
力、仲間と効果的に協働する力、新たな価値の創造や
提案性、実践と参画等をどのような基準（ルーブリッ
ク）で何を、どう評価し子どもたちにどう返すのか。
これ等は学習過程の構造化、カリキュラム・マネジネ
ントにも直接かかわってくる点である（注４）。
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六　「我が国の言語文化」と古典学習
―「竹取物語」を学ぶ意義と「見方・考え方」―

　「竹取物語」（伝統的な言語文化、教材化論）のテク
スト形式論を踏まえた実践的な授業研究論については
「まとめにかえて」に記載した拙稿等を前提としてい
る。重複を避け、本稿の趣旨から学習モデル提案を行
う。特に「読むこと」における〔思考力、判断力、表
現力等〕の授業構想と評価の新しい枠組み（論点）と
して「構造と内容の把握」「精査・解釈」「考えの形成」
「共有」（言語活動例）が示されている点に着目した。
１　学習指導案
　「時代を超えたつながり（古典学習）」

―「竹取物語」を楽しく深く学び合う授業―
　 第１学年　国語科学習指導案（授業者　有田弘樹）
　 平成29年6月15日（木）第5校時
２　単元の目標（概略のみ示す）
（1）古文を読み考えることの魅力と方法を学ぶ
　（「見方・考え方」「伝統的な言語文化」の魅力）
（2）「竹取物語」のメッセージ・特徴と戦略を学ぶ
　（�時代の価値観と構成・語り、人物像の設定と変化、
象徴性等「構造と内容の把握」）

（3�）いくつかの観点から「竹取物語」の価値や普遍性、
現代人への批評性を捉え、考えや解釈を提案する
　（�｢精査・解釈」｢考えの形成｣ ｢言葉の由来と変化｣等）
（4�）「竹取物語」の学習を通して日本人の発想や感受
性、言葉の価値（見方・考え方）等を学ぶ
　（｢共有｣ ｢考えの深化｣ ｢再構築・メタ認知化｣）
３　単元の構想（概略、一部）
（1）生徒たちになじみにくい？「伝統的な言語文化」
　伝統的な言語文化は「創造と継承を繰り返しながら
形成されてきた」「我が国の言語文化を継承し、新たな
創造へとつなげていく」（『学習指導要領』他）。国語
科で伝統的な言語文化を取り扱うことは、生徒たちの
言葉の力を高め「日本人としての見方や考え方」を深
めることにつながる。日本人としてたくましく生き抜
く、豊かな人生を創るためにも重要なことである。
　古文学習・事前アンケートからは「昔のことがわか
るから楽しい」との一方、ほとんどが「よくわからな
い言葉が出てくるから苦手だ」「昔の言葉や文章を覚
えても何につながるのか」「何で古文を勉強するのか」
「何を学べばよいのかがわからない」等、古文を学習す
る意義や魅力に気づけていないことがわかる。
（2）「竹取物語」と私達の生き方（真の幸福とは？）
　授業では教科書教材「蓬莱の玉の枝―『竹取物語』
から―」を取り扱う（光村図書版）。「竹取物語」（作者
不詳）は約1300年前に成立した日本最古の平安王朝文
学の一つ、昔話・絵本「かぐや姫」として中学生には
比較的なじみ深い。「竹取物語」に描かれる人物像や
表現・描写、自然・風景等の意義（構造等の精査・解
釈）。日本人特有の見方・考え方、発想や価値観等を考

えられるようになってほしい（考えの形成）。
　友達との学び合い（共有）で新たな価値や視点等に
気づき、より質の高い説得力をもった「考え・解釈」
をもつ方法を身につけてほしい。学んだことを今後の
学びや豊かな読書生活、自分らしい生き方の探究、よ
り本質的で深い見方や感じ方・考え方に結びつけられ
るようになってほしい（学びの再構築・メタ認知化）。
（3）授業展開の工夫―五つの視点（概要）―
①「確かな習得」から豊かな探究へ（学習過程論）
　【導入】課題をつかむ【活用①】考えをもつ【活用
②】学び合いで考えを深める【習得】課題解決を通し
て知識・技能を確かにする【振り返り】新たな気づき
や課題をもつという学習過程の設定。これまでの学び
と関連づけて考えを形成したり、友達との関わりで深
めるポイントに気づけたりするようにした。
②古文の本質的な魅力と〝問い（クイズ）〟の開発
　「平安時代、姫君・女性にとってふさわしい結婚年
齢」「古語“見る”“会う”“うつくしい”等の意味（古
今異義語、言葉の由来と変化）」「かぐや姫の名づけの
理由」等、歴史と文化的背景からの古語・美意識や貴
族の一生等がもつ意味の理解、現代との文化・価値観
の違い（見方や考え方・感じ方）を楽しみ言葉のもつ
歴史的・文化的意義を学べる契機とした。
③「テクスト形式」を活かした学習課題の設定
　「五人の貴公子の失敗談で何を伝えようとしたのか」
「なぜかぐや姫は帝に“不老不死の薬”を手渡したか」
等、人物像や表現の効果を問う学習課題を設定する。
生徒たちは構成・表現の解釈をしつつ、古文の魅力と
戦略等の価値に気づけるようになった。「他の貴公子
の失敗談」「帝の失敗談」「かぐや姫の昇天」等、教科
書では省略されている章段を配布し（補助資料・原文
と現代語訳）友達と交流して課題解決させた。
④生徒たちの気づきや発見、視点を深める教師支援
　グループ・学級全体で学び合う過程（共有）では、表
現等の効果に着目させる補助発問を行う。人物像の変
化と解釈、特徴的な表現の工夫等を理解させるため、
時代の常識的な価値観・美意識や背景等と関連づけて
解釈できている生徒を意図的・段階的に指名する。新
たな視点や表現の効果、価値に気づき、多面的・多角
的な解釈、質的に高い考えを形成することができた。
⑤学びの見通し・メタ化「振り返りシート」の活用
　自由に記述できる学習シートを開発（資料２～１０を
参照）。生徒たちは見方・考え方の変化・変容を自覚し
たり、新たな気づきや課題意識を次時につなげたりし
ながら主体的に学び続けようとしていた。単元全体の
学びを通して、学習内容と方法、共有等を振り返る場
を設定することで、これからの自分の生き方や見方・
考え方にまで視野を広げることができてきた。
４　単元構想（次頁、資料１を参照）
 　�確かで創造的な学びを創る「学習シート」の開発
（ 資料２～１０を参照）
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資料１　「竹取物語」における習得から活用・探究までの学習指導過程（１１時間完了）

段階 時 生 徒 の 活 動 教 師 の 支 援

１ １ 初発の感想をまとめよう ◎古文の学び方を理解して、物語の基礎的な
①昔の人たちは“月”をどう捉えていたのかな？ 観点に沿って初発の感想がまとめられる。
②どうして古文を勉強するのかな？ ○『かぐや姫の物語』（高畑勲）の DVD を視
③「竹取物語」で、どんなことを学びたい？ 聴させることで、興味・関心をもてるよう

にする。
２ ２ 初発の感想から学習課題をつくろう ◎自分たちの興味・関心、課題意識をいかして

①これまでの物語の学び方が使えそうだな。 学習課題を設定し、学習の見通しがもてる。
②「かぐや姫」と同じところは？違うところは？ ○人物、出来事、象徴性を取り上げることで、
③「竹取物語」の魅力をみんなに伝えたいな。 物語の学び方がいかせることに気づかせる。

３ ３ 昔話の構成を知って、全体像をまとめよう ◎「竹取物語」のストーリー展開（構成）を
①昔話にも型があるんだ。エピソードがおもしろいいな。 理解し、昔話版と原版との違いに気づける。
②どうして、五人の貴公子や帝のエピソードが ○「かぐや姫」（昔話・資料）と「竹取物語」
あるのかな？何か伝えたいことがありそうだな。 を比べながら読ませることで、「帝」の有無

に気づけるようにする。
４ ４ なぜ、「五人の貴公子」を登場させたの ◎対比人物の役割・効果（貴族社会の階級制、

だろう？ 人物造型）について、自分の考えがもてる。
①どうして“五人”の貴公子なんだろう？ ○別の貴公子のエピソード（資料）を配付する。
何か特徴がありそうだな。 ○登場の順番や失敗談で終わることの意味を

②五人の貴公子・帝の失敗談を描いたことで、 問うことで、貴族社会の階級制度や策略パ
どんなことを伝えたかったのかな？ ターン（人物造型）が当時の社会体制や人

間の欲望への批評につながっていることに
５ ５ なぜ、かぐや姫は帝に“不老不死の薬” 気づかせる。

を渡したのだろう？ ◎帝を登場させた効果について、自分の考え
①昔話「かぐや姫」と「竹取物語」の違いは？ がもてる。
②どうして、かぐや姫は帝に“不老不死の薬” ○帝のエピソード（資料）を配付することで、
を渡したのかな？ かぐや姫が帝の心＝心から愛することの喜

③帝の存在を描いたことで、どんなことを伝え びと哀しみ（人間の真の生き方）に気づけ
たかったのかな？ るようになったことに気づけるようにする。

○五人の貴公子と帝の考え方＝心の違いに着
目させることで、帝を登場させたねらいに

６ ６ かぐや姫を通して、作者がこの物語の中 ついて考えをもてるようにする。
に隠した秘密のメッセージは何だろう？ ◎人物像や出来事の変化を通して、「竹取物語」

①“月の世界”はどんなところだと思われてい のメッセージについて考えがもてる。
たのかな？ ○当時の人たちがもつ“月”のイメージ（常識
②どうして、中心人物が「かぐや姫」だったのかな？ 的価値観）と関連づけることで、自分の考え
作者がこの物語に隠したメッセージは何だろう？ をより深められるようにする。

７ ７ 「竹取物語」の魅力をみんなに語ろう ◎「竹取物語」の内容や構成・表現形式、文
①「竹取物語」の魅力を、みんなに伝えたいな。 化的・歴史的価値にもとづいて、魅力や価
②自分が感じた魅力をいきいきと語るには、 値を構想メモにまとめることができる。
文章に書いておいた方がいいな。 ○インターネットの情報を活用させることで、

③どうすれば、みんなを納得させられるかな？ テクスト内容・形式と文化的・歴史的価値
と結びつけながら考えをもてるようにする。

８ ８ 「これが『竹取物語』の魅力だ！」（読 ◎自分の興味関心、課題意識等から「竹取物
書レポート）を論理的にまとめよう 語」がもつ魅力や価値を創造し、論理的に

①説明文の文章構成を使うと、文章が書きや まとめることができる。
すくなるな。 ○論理的文章構成の型をいかして表現させるこ

②文章が長くなると、伝えたいことがわかり とで、自分なりの魅力や価値を創造的・論理
づらくなるな。 的に思考・判断・表現できるようにする。

９ ９ 友達の読書レポートから学ぼう ◎新たな魅力や価値、着眼点、優れた表現の
①友達が考えた魅力は何だろう？ 方法等に気づき、過去から現代につながる
②自分の考えた魅力と比べてみると、こんな 視点（内容の魅力、テクスト形式の魅力、
ところも再発見できると思うよ。 見方・考え方の魅力）をもつことができる。

○新たな魅力や価値を創造できている生徒を
10 10 友達の読書レポートを読み合おう 意図的に指名することで、より深い見方や

①自分の考えた魅力とは違うけれど、新しい 考え方（課題意識）をもてるようにする。
見方や考え方をしているな。 ◎前時の気づきの観点をいかして、着眼点、

②友達の書き方は、わかりやすくて納得できる。 分析・解釈の方法、優れた表現方法の多様性
どんなことを意識して書いたのかな？ に気づき、課題意識をより高められる。

11 11 古文で学んだことを振り返ろう ◎古文（国語）を学ぶことの知的な楽しさや
①もっともっと古文を読んでみたいな。 魅力を実感し、今後の学びの意欲や自己の
②当時の人たちの考え方が現代の自分たちの 生活経験、生き方・価値観等の再構築につ
考え方にもつながっているんだ。 ながる視点に気づくことができる。
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資料2
古典で学んだことを「振り返り」、身に
つけた言語能力や学びの汎用性につい
て「自分の考え」をまとめるシート
１�　古典学習を通して身につけた言語
能力や学びの汎用性（汎用的スキル）
に気づかせるためのシートである。
２�　学習の見通しや古典学習の学び方
を自覚させるだけでなく、自己の生
き方や価値観・感性の形成、新たな課
題発見・解決につなげさせることも可
能である。
３�　到達目標を確認できるようにする
ことで古典を学ぶ目的や意義を共有、
振り返りを記述させることで子ども
自身が学びの変化・変容を自覚し、主
体的・意欲的に学べるようにする。

資料3
「竹取物語」に対する興味・関心を高め、
課題意識をもたせるための学習シート
１�　興味・関心をもったところ、疑問に
感じたところ、大事だと思ったとこ
ろ、魅力的な人物・象徴的イメージ
等、物語を読み解くための基礎的な
観点に沿って記述させ、課題意識を
もたせるためのシートである。
２�　記述させた後、「竹取物語」の学習
で学びたいことや考えてみたいこと
を交流することで子ども個々の課題
意識を共有・焦点化する。
３�　子どもが主体的に学習に取り組ん
でいけるよう、学習の見通しを立て
ることも可能である。

資料4
人物設定の仕方や相互関係、ストー
リー展開・構成の仕方や大体の内容を
正確に捉えるための学習シート
１�　語りや描写を基にしつつ登場人物
の設定や相互関係を捉えたり、場面
の構成・展開の仕方や大体の内容を捉
えたりする等、「構造と内容の把握」
のためのシートである。
２�　出来事の変化を通してメッセージ
を伝えるといった昔話特有の場面展
開・構成の型（文章の構成や展開の仕
方）を捉えられるようにする。
３�　空欄に本文のキーワードを記入さ
せることで、短時間でシンプルに内
容の大体を捉えられるようにする。

※ 資料 はすべて自作のシートである（指導・佐藤洋一、作成・有田弘樹）
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資料5
「五人の貴公子」（対比人物）のエピ
ソードを読み取り、言動の意味や考え
方（内容）、人物設定の効果（構成・表
現形式）について考えをまとめるため
の学習シート
１�　五人の貴公子の言動の意味や考え
方（内容）、「五人」に設定・登場させ
た意図や効果（構成・表現形式）に
ついて「精査・解釈」し、「考えの形
成」のためのシートである。
２�　貴公子が登場する順序やすべてが
失敗談で終わっていることの意味を
問うことで、貴族社会の階級制度や
策略パターンが当時の社会体制批判、
人間が普遍的にもつ欲望への批評性
等に気づかせることができる。

資料6
「帝」（対比人物）のエピソードを読み
取り、帝に不死の薬が渡された行動の
意味（内容）、人物設定の効果（構成・
表現形式）について考えをまとめるた
めの学習シート
１�　不死の薬が帝に渡された行動の意
味（内容）、帝＝最高権力者を設定・
登場させた意図や効果（構成・表現形
式）について「精査・解釈」し、「考
えの形成」のためのシートである。
２�　帝＝当時の最高権力者というイ
メージをもたせるため、時代的な常
識的価値観を取り扱うと効果的であ
る。
３�　貴公子と帝の言動や考え方を対比
的かつ論理的に読み取らせることで、
優れた教養をもつ帝の存在価値に気
づき考えをもてるようにする。

資料7
「かぐや姫」（中心人物）の役割や設定
の効果、メッセージについて考えをま
とめるための学習シート
１�　かぐや姫が設定された意味を時代
的な常識的価値観や出来事との関連
から「精査・解釈」させた後、かぐや
姫を通して伝えたいことについて考
えを形成するためのシートである。
２�　男性中心の貴族社会の中で、かぐ
や姫（女性）が中心人物として設定さ
れていること、感情も欲望もない不
死の世界の人物として設定されてい
ること等に着目させる、考えを形成
させるためのステップとなる。
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資料8
子どもの興味や関心、課題意識等から
「竹取物語」がもつ魅力について考え、
情報を再構成するための学習シート
１�　個々の興味や関心、課題意識等を
いかし、これまで「精査・解釈」して
きた「竹取物語」の内容や構成・表現
形式から、物語がもつ“魅力”につい
て考えを形成・深化するためのシート
である。
２�　書くことに苦手意識をもつ子ども
の実態を踏まえて、論理的文章構成
の型を生かした書き方の指導（「考え
の形成・深化」の「構成・表現形式の
検討」）もあわせて行うことにより、
論理的な思考力、判断力、表現力を高
めていくためのステップとする。

資料9・10
「竹取物語」がもつ魅力について、内容
や構成・表現形式から創造的・論理的
に考えをまとめるための学習シート
１�　「習得」の段階で学習してきた「竹
取物語」の構成や語り・描写を基に
した「構造と内容の把握」、内容や構
成・表現形式に着目した「精査・解
釈」の方法を「活用」して、考えを形
成（・深化）させるためのシートであ
る。
２�　前時までにまとめた「構成メモ」（情
報の再構成シート、資料８）を生かし
つつ、「竹取物語」がもつ魅力につな
がる観点（人物、場面、表現等）の分
析・解釈、考察、提案等を論理的な文
章構成の型に沿って記述させる。
３�　読書レポートを論理的に書くこと
は、例えば、新学習指導要領・国語
「言語活動例」【Ｃ読むこと】「詩歌や
小説などを読み、批評したり、考えた
ことなどを伝え合ったりする活動」、
【Ｂ書くこと】「関心のある事柄につい
て批評するなど、自分の考えを書く
活動」、【Ａ話すこと・聞くこと】「提
案や主張など自分の考えを話したり、
それらを聞いて質問したり評価など
を述べたりする活動」（いずれも中学
３年）につながる。論理的思考力、判
断力、表現力を高めることは、いわゆ
る創造的・批評的リテラシーの基盤を
つくることである。
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資質・能力を育てる古典学習の開発

七　まとめにかえて

１　「竹取物語」の魅力とテクスト形式、現代性
　「竹取物語」は地名起源説話や白鳥処女説話、古代中
国伝来の類似した作品等の影響を受け、古代物語の枠
組みをもちつつ、優れた構成と語り・描写等で近現代
小説のように鮮やかに私達の生きる課題を読者に浮か
び上がらせる作品の一つである（詳細は、佐藤洋一・有
田弘樹「伝統文化（古典）における『習得・活用』の
授業開発―『竹取物語』のテキスト形式をめぐって―」
『愛知教育大学研究報告第61輯』2012年、同「生き方・
判断力を鍛える『伝統的な言語文化』授業開発―『平
家物語』（中学２年）の『習得・活用（読書レポート）』
を例に―」『同第62輯』2013年、佐藤洋一・室賀美紀
「昔話の魅力を生かす『伝統的な言語文化』の授業開
発」『愛知教育大学教育創造機構紀要第５号』2015年
等、注４・５）。
　「竹取物語」に限らないが、伝統的な言語文化といわ
れる古典作品や伝承古典芸能（歌舞伎や狂言、落語、
文楽等）の多くは、そのメッセージやテクスト形式の
今日的な魅力、普遍性・批評性により時代を超えて継
承され、現代でも映画化やアニメーション化等、至る
ところに生き続けている。これ等は、その様式（テク
スト形式）や言葉がもつ文化的価値等を通して、私達
の発想や感受性、ものの見方・考え方等の根源を構成
してきているということができるだろう。
２　意図を超えて実現されている価値の発見・解釈
　資質・能力を育成する国語科学習では、物語の創作
（小２～）、詩歌の鑑賞と創作（小３～）、論理的な報告・
レポート（小４～）、随筆の解釈と創作（小５～）、鑑
賞・批評（中学１～３年）等の多様なテクスト表現力が
求められている（これ等は現行の学習指導要領、次期
学習指導要領でも継続）。さらに高校国語科では、現代
文や小説、説話や俳句・俳文、紀行、軍記物語、王朝
文学（随筆や物語、日記等）等を読み、「構造と内容の
把握」「精査・解釈」「考えの形成と深化」「共有」等が
求められてくる。これは外国語学習（英語教育）での
読む・書く（話す・聞く）活動でも同様である。
　このような活用・探究的な学習で、特に課題となっ
てくることの一つは、正しく読み取る・理解すること
（習得）と解釈・鑑賞・批評といった創造的・批評的な
学びの構築の相互関係、指導・支援の在り方である。
私見では、真の批評とは作者の意図（モチーフや主題
等）を超えて実現されている作品の魅力の発見、それ
を自分の立場・現代の視点や課題意識から関連づけて
論証し（良さや価値ある観点でつながる）、説得力を
もって他者に伝える（論証できる）ことということが
できる。新たな価値の発見（解釈）と論証、それ等膨
大な蓄積が〝古典なるもの〟を残してきたといえるだ
ろう（注５）。創造的・批評的な学びの評価は、「各教
科等を学ぶ本質的な意義」、「見方・考え方」、汎用性

やメタ認知能力との関係や構造を明確にする必要があ
る。また、パフォーマンス課題・評価、ルーブリック
の在り方等の妥当性・本質性等の検討等、資質・能力
育成の三観点からの教材・実践開発、検証と改善、批
評的提言等も含め、今後の緊急の課題と私には思われ
る。

〈付　記〉
　本稿は、佐藤洋一・研究発表「資質・能力（コンピ
テンシー）を深める国語科言語能力・テクスト形式」
（第132回全国大学国語教育学会・岩手大会）2017年5
月27日（岩手大学学生センタ―A棟）、及び有田弘樹
による研究実践発表「生きて働く言葉の力を育み、深
く学びあう授業（『竹取物語』）」平成29年度安城市教
育研究会一斉研修会（2017年6月15日、安城市立安城
西中学校）での発表（実践）を骨子としている。
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教材の授業」『愛知教育大学研究報告第66輯』（同）、佐藤洋
一・有田弘樹「創造的・論理的思考」を鍛える21世紀型教育
―「故郷」におけるパフォーマンス評価・メタ認知―」『愛知
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